
薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業（事業概要）  【国庫委託】 

１．事業実施の背景 

 ○ 平成 25年 6月 14日に閣議決定された日本再興戦略において、

予防・健康管理の推進に関する新たな仕組みづくりの一つとし

て、薬局を地域に密着した健康情報の拠点として、薬局・薬剤

師の活用を促進するとされた。 

 ○ 平成 26 年度より、国が都道府県への委託事業として、「薬

局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業」を実施。 

（予算 239,277千円※全国） 

 

２．事業目的 

 ○ 地域の実情に応じた薬局・薬剤師を活用した健康情報の拠点

づくりを推進するモデル事業を実施することで、府民の健康意

識の向上を図る。 

 

３．事業概要 

（１）健康相談拠点モデル事業の実施 

  ・薬局を活用した健康情報発信モデル事業 

  ・薬局を活用した検査機器を用いた健康増進サポート事業 

（ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の周知等） 

  → 上記事業を推進するための協議会の開催 

（２）報告書の作成 

 

４．事業費 5,091千円（国庫委託：10/10） 

  ○ 健康相談拠点モデル事業実施費 4,585千円（委託費） 

  ○ 健康情報拠点推進協議会の開催費 506千円 

 

５．スケジュール 

 ７月 １２月 ３月 

モデル事業 事業開始  報告書作成 

協議会 ○第１回 ○第２回 ○第３回 
 

 

薬局 

薬剤師 

府民の健康管理をサポート 
患者の状態・生活環境に合わせ
た健康情報を薬剤師が専門的知
識を踏まえて提供 

薬局を活用した健康情報拠点推進事業（概要図） 

【モデル事業の実施】 
・検査機器を用いたモデル事
業の実施 
・薬局を活用した健康情報の
提供方法や情報の内容等に
ついて検討 

【検討会の開催】 

・事業の検討 
・効果検証 

【薬局を活用した健康情報拠点づくり】 

健康情報の提供 
・アドバイス 
・受診勧奨 

※健康情報 
 ・医薬品適正使用情報 
 ・医薬品健康被害情報 
 ・健康食品情報 
 ・健康増進情報 
 ・感染症対策情報 
 ・歯科関係情報 
 ・食生活関係情報 等 

自己検査 

府民の健康への意識を高め、ＮＣＤの予
防及び健（検）診受診率を向上させるこ
とにより、健康寿命の延伸を図る。 
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